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薬物の使用について

薬物の使用を「個人の自由」と捉える学生も僅かながら存在

「どのような理由であれ、絶対に使うべきではない」と回答した学生が、本学で９割、全国平均では８割以上

となった。一方で「使うかどうかは個人の自由であり、使っても構わないと思う」と回答した学生の割合が本

学で5.1％、全国平均では8.1％という結果となり、薬物の使用を「個人の自由」と捉えている学生が少なからず

存在することが明らかとなった。薬物の使用を「個人の自由」と捉える傾向は、本学を含む関西四大学におい

て実施している「関西四大学薬物に関する意識調査」でも明らかとなっており、薬物に対する危機意識の低さ

を見ることができよう。

また、近年では、インターネットやSNSの普及を背景に薬物が比較的容易に入手できるようになり、遊び・

ファッション・ダイエット感覚といった安易な理由から薬物を使用できうる社会構造が存在している。今回の

調査結果を踏まえ、本学においても薬物所持・使用は犯罪であり、薬物乱用が持つ恐怖等の知識を学生に周知

する取り組みを引き続き行っていく必要があるだろう。

問29 あなたは薬物（大麻など）の使用について、どのように考えていますか。一つだけ選んでください。

88.288.2

93.093.0

どのような
理由であれ、絶対に
使うべきではない

一度くらいなら
使っても構わないと

思う

使うかどうかは個人の
自由であり、使っても

構わないと思う

どのような
理由であれ、絶対に
使うべきではない

一度くらいなら
使っても構わないと

思う

使うかどうかは個人の
自由であり、使っても

構わないと思う
その他その他

【基数：対象者全員】
0 20 40 60 80 100 （%）

私大連

関西大学

1.50.4

3.00.7

5.15.1

8.18.1


